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は
じ
め
に

ユ
ダ
ヤ
人
が
、
い
ろ
ん
な
面
で
他
人
種
と
違
う
と
気
づ
い
た
の
は
、
私
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
初
め
て
赴

任
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
ア
メ
リ
カ
は
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｐ(W

hite Anglo-Saxon Protestant)

、

つ
ま
り
白
人
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
主
流
の
国
家
だ
と
、
て
っ
き
り
考
え
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
現
地
に
滞
在
し
て
知
っ
た
の
は
、
想
像
し
て
い
た
の
と
は
、
ま
っ
た
く
違
う
こ
と
だ
。
驚

い
た
の
は
、
取
引
し
た
相
手
と
、
金
曜
に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
ろ
う
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
も
取
れ
な
い
。

と
い
う
の
は
、
取
引
先
が
金
曜
の
仕
事
を
早
く
切
り
上
げ
て
、
素
早
く
家
に
帰
り
、
日
没
か
ら
始
ま
る
安

息
日
に
備
え
る
た
め
だ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
な
ら
ば
日
曜
日
が
安
息
日
だ
が
、
彼
ら
は
土
曜
日
が
安
息

日
な
の
で
あ
る
。

通
常
の
ア
メ
リ
カ
人
と
異
な
る
ユ
ダ
ヤ
人
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
宗
教
や
文
化
を
調

べ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
そ
し
て
調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
に
気
づ
い
た
の
は
、
彼
ら
が
学
問
や
思
想
の
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分
野
で
抜
き
ん
出
て
い
る
こ
と
だ
。
20
世
紀
に
お
い
て
世
界
に
最
も
影
響
力
を
与
え
た
３
人
は
、
ア
ル
ベ

ル
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
、
そ
れ
に
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
と
さ
れ
て
い

る
が
、
い
ず
れ
も
ユ
ダ
ヤ
人
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
世
界
全
人
口
の
わ
ず
か
０
・
２
％
し
か

占
め
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
約
22
％
ま
で
も
を
占
め
て
い
る
。

思
え
ば
、
過
去
に
エ
ジ
プ
ト
や
バ
ビ
ロ
ニ
ア
が
繁
栄
し
、
そ
の
後
、
ギ
リ
シ
ア
や
ロ
ー
マ
が
世
界
制
覇

を
成
し
遂
げ
た
後
も
、
強
大
な
勢
力
が
様
々
の
さ
ば
っ
た
が
、
ど
れ
も
が
長
続
き
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
ど
う
だ
ろ
う
。
ユ
ダ
ヤ
民
族
が
、
約
２
千
年
前
に
祖
国
パ
レ
ス
チ
ナ
を
追
わ
れ
て
、
世
界
各
地
に
四

散
し
な
が
ら
も
、
そ
の
間
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
失
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
驚

異
的
で
あ
る
。
し
か
も
、
少
数
派
で
あ
り
な
が
ら
、
金
融
だ
け
で
な
く
、
医
学
、
文
学
、
科
学
、
美
術
、

音
楽
な
ど
の
多
く
の
分
野
で
、
彼
ら
が
社
会
に
果
た
し
た
功
績
に
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
文
化
や
経
済
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
思
議
に
思
え

る
の
は
、
欧
米
で
の
大
型
経
済
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
大
半
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
主
な
の
で
あ
る
。
著
名
な
ア
メ

リ
カ
の
物
理
学
者
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ピ
ア
ー
ス
は
、
い
み
じ
く
も
、

「
も
ち
ろ
ん
、
ユ
ダ
ヤ
人
だ
け
が
悪
党
で
は
な
い
。
し
か
し
10
万
ド
ル
の
詐
欺
事
件
が
起
こ
れ
ば
、
そ
の

主
犯
は
誰
に
で
も
当
て
は
め
ら
れ
よ
う
が
、
１
億
ド
ル
超
の
大
規
模
詐
欺
事
件
に
な
れ
ば
、
間
違
い
な
く

ユ
ダ
ヤ
人
が
主
犯
だ
」
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はじめに

と
述
べ
て
い
る
。

文
化
に
計
り
知
れ
な
い
貢
献
を
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
が
、
そ
れ
と
矛
盾
す
る
悪
事
を
働
く
の
は
、
誠
に
不
可

解
で
あ
る
。
筆
者
は
、
そ
の
疑
問
を
解
い
て
い
る
う
ち
に
、
深
い
背
景
を
知
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
本

書
を
記
す
動
機
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
は
、
彼
ら
の
社
会
や
文
化
を
理
解
し
な
く
て
は
、
到
底
理
解
で
き
な

い
事
柄
が
多
い
。
そ
こ
で
、
そ
の
背
景
を
説
明
し
な
が
ら
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
犯
し
た
数
々
の
大
型
経
済
事
件

を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
犯
し
た
犯
罪
は
確
か
に
悪
質
だ
が
、
私
た
ち
の
反
面
教
師
と
し
て
参
考
に
な

る
こ
と
が
少
な
く
な
い
と
思
う
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
道
で
「
騙
す
な
、
騙
さ
れ
る
な
」
と
い
う
格
言
が
あ
る
。
誰
で
も
相
手
を
騙
さ
な
い
よ
う

に
す
る
の
は
、
比
較
的
た
や
す
い
こ
と
だ
。
と
い
う
の
は
、
信
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
商
売
を
続
け
る
上
で

不
可
欠
な
条
件
だ
か
ら
で
あ
る
。
い
っ
た
ん
信
用
で
き
な
い
と
い
う
悪
評
が
立
つ
と
、
誰
も
が
相
手
に
し

て
く
れ
な
く
な
る
の
で
、
正
直
に
取
引
を
す
る
こ
と
に
努
め
る
。

そ
の
反
面
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
相
手
か
ら
騙
さ
れ
な
い
よ
う
に
交
渉
を
し
た
り
、
取
引
す
る
の
は
、
言
う
ほ

ど
簡
単
で
は
な
い
。
相
手
の
騙
し
に
も
、
詐
欺
的
な
も
の
か
ら
、
交
渉
に
つ
き
も
の
の
権
謀
術
策
や
嘘
や

ホ
ラ
に
至
る
ま
で
種
々
様
々
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
書
で
分
か
る
よ
う
に
、
驚
く
ほ
ど
多
く
の
人
が
、
簡

単
に
騙
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

騙
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
自
分
の
あ
り
っ
た
け
の
知
恵
や
経
験
を
活
か
し
て
、
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば



6

な
ら
な
い
。
先
方
の
意
図
や
真
意
を
す
ば
や
く
見
破
ら
な
け
れ
ば
、
騙
さ
れ
た
後
で
、
大
い
に
後
悔
す
る

こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
万
が
一
騙
さ
れ
た
の
な
ら
、
騙
し
た
方
が
悪
い
の
で
は
な
く
、
騙
さ
れ
た
自
分

が
悪
い
の
だ
。
騙
し
た
相
手
を
不
誠
実
だ
と
非
難
す
る
前
に
、
二
度
と
騙
さ
れ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
書
に
記
す
ユ
ダ
ヤ
人
の
巧
妙
な
悪
行
が
反
面
教
師
と
し
て
、
世
渡
り
を
す
る
読
者
に
き
っ
と
役
立
つ

と
信
じ
る
。

２
０
１
７
年
７
月

　
東
京
都
港
区
に
て

烏う

賀が

陽や

正
弘
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1
　

歴
史
的
背
景

ユ
ダ
ヤ
人
が
お
金
の
運
用
、
つ
ま
り
金
儲
け
に
つ
い
て
、
重
要
な
歴
史
的
役
割
を
果
た
し
、
大
き
な
足

跡
を
残
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
と
思
う
。

事
実
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
絶
え
ず
新
し
い
事
業
を
創
出
し
、
特
に
金
融
を
対
象
と
す
る
、
様
々
な
革
新
的
ビ

ジ
ネ
ス
形
態
を
考
案
す
る
先
駆
者
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
遠
い
昔
か
ら
、
適
正
利
潤
や
公
正
販
売
価
格
の
仕

組
み
を
考
案
し
た
だ
け
で
な
く
、
近
世
で
は
不ふ

換か
ん

紙
幣
（
金
貨
や
銀
貨
と
交
換
で
き
な
い
紙
幣
）
を
案
出
し
、

流
通
証
券
を
最
初
に
実
用
化
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
金
融
業
は
金
貸
し
が

主
で
、
現
在
の
質
屋
や
両

り
ょ
う

替が
え

商し
ょ
うに

相
当
す
る
も
の
だ
っ
た
。

そ
れ
を
近
代
的
銀
行
業
務
に
大
き
く
発
展
さ
せ
た
の
が
、
著
名
な
ユ
ダ
ヤ
人
大
富
豪
の
一
家
、
ロ
ス
チ

ャ
イ
ル
ド
で
あ
る
。
も
と
も
と
同
家
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
自
由
都
市
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
ゲ
ッ
ト
ー

（
ユ
ダ
ヤ
人
隔
離
居
住
地
）
に
、
１
４
６
２
年
以
来
、
長
ら
く
押
し
込
め
ら
れ
、
忍
従
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。

そ
こ
で
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
を
ゲ
ッ
ト
ー
か
ら
解
放
し
、
勃
興
さ
せ
た
開
祖
は
、
マ
イ
ヤ
ー
・
ア
ム
シ

ェ
ル
・
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
（
苗
字
は
ド
イ
ツ
語
読
み
、「
赤
い
盾
」
の
意
味
）
で
あ
る
。
１
７
６
０
年
代
に
、
ゲ
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ッ
ト
ー
の
出
身
か
ら
、
金
融
業
者
と
し
て
成
功
し
た
後
に
、
特
権
を
享
受
で
き
る
「
宮
廷
ユ
ダ
ヤ
人
」
に

列
せ
ら
れ
た
。

宮
廷
ユ
ダ
ヤ
人
と
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
支
配
者
を
相
手
に
、
資
金
調

達
と
運
用
を
行
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
金
融
業
者
を
意
味
す
る
。
彼
ら
は
支
配
者
に
融
資
す
る
う
ち
に
、
宮
廷
ユ

ダ
ヤ
人
の
肩
書
と
ゲ
ッ
ト
ー
外
に
住
む
特
権
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
他
、
彼
ら
は
資
金
調
達
以
外

に
も
、
様
々
な
恩
典
を
与
え
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
支
配
者
の
た
め
に
外
交
や
貿
易
を
行
っ
た
り
、
ユ
ダ
ヤ

人
同
士
の
繋
が
り
を
利
用
し
て
、
食
料
や
武
器
、
貴
金
属
な
ど
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
典
型
が
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
な
の
で
あ
る
。
１
７
８
９
年
に
マ
イ
ヤ
ー
・
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
は
、
宮

廷
御
用
商
人
と
し
て
、
対
外
借
款
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
１
７
９
５
年
頃
か
ら
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
地
方

の
領
主
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
９
世
の
投
資
事
業
に
も
参
加
で
き
る
立
場
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
ロ
ス
チ
ャ
イ

ル
ド
家
は
、
１
７
９
０
年
代
に
急
速
に
勢
力
を
伸
ば
し
て
行
く
。

マ
イ
ヤ
ー
・
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
は
、
巨
大
な
財
力
に
よ
っ
て
、
社
会
的
、
政
治
的
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
が
５
人
の
息
子
に
引
き
継
が
れ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
に
及
ん
だ
。
長
男
の
ア
ム
シ
ェ
ル
は

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
次
男
の
ザ
ロ
モ
ン
は
ウ
ィ
ー
ン
、
三
男
の
ネ
イ
サ
ン
が
ロ
ン
ド
ン
、
四
男
の
カ
ー
ル

は
ナ
ポ
リ
、
五
男
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
は
パ
リ
と
、
５
か
所
に
分
か
れ
て
銀
行
業
を
拡
大
さ
せ
た
。

父
親
マ
イ
ヤ
ー
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
要
都
市
に
、
息
子
５
人
を
住
ま
せ
て
支
店
網
を
設
け
る
と
、
互
い
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に
密
接
に
協
力
さ
せ
な
が
ら
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
強
力
な
基
盤
を
築
い
た
。
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

け
る
国
家
を
至
上
と
す
る
国
家
主
義
が
台
頭
す
る
流
れ
の
中
で
、
他
に
先
駆
け
て
、
国
境
を
越
え
た
国
際

金
融
事
業
を
い
ち
早
く
立
ち
上
げ
た
の
で
あ
る
。

中
で
も
有
名
な
の
は
、
異
国
間
の
機
敏
な
連
携
に
よ
る
成
果
だ
。
す
な
わ
ち
、
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
の

手
先
は
、
１
８
１
５
年
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
、
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
で
イ
ギ
リ
ス
連
合
軍
に
敗
退
し
た
こ
と
を
、

政
府
の
連
絡
よ
り
も
丸
一
日
早
く
、
ロ
ン
ド
ン
の
ネ
イ
サ
ン
・
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
に
知
ら
せ
た
。
ナ
ポ
レ

オ
ン
敗
北
の
報
を
い
ち
早
く
入
手
し
た
ネ
イ
サ
ン
は
、
し
た
た
か
な
手
段
に
打
っ
て
出
た
。

通
常
な
ら
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
敗
北
で
、
公
債
相
場
が
上
昇
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

慌
て
て
買
い
に
出
ず
に
、
逆
に
猛
烈
な
売
り
に
出
た
の
だ
。
市
場
は
、
大
手
の
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
が
売
り

に
転
じ
た
と
い
う
の
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
、
て
っ
き
り
勝
利
し
た
と
判
断
し
て
売
り
が
集
中
し
、
債
券
価

格
は
一
斉
に
暴
落
し
た
。

そ
こ
で
ネ
イ
サ
ン
は
、
い
っ
た
ん
債
券
が
、
紙
屑
同
然
の
値
段
に
な
っ
た
の
を
見
届
け
る
と
、
一
転
し

て
そ
れ
を
買
い
占
め
、
証
券
取
引
所
が
閉
鎖
し
た
時
点
で
、
取
引
所
に
上
場
さ
れ
て
い
る
全
公
債
の
大
半

を
取
得
し
て
い
た
の
だ
。

翌
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
敗
北
が
報
じ
ら
れ
る
と
株
価
は
急
騰
し
、
彼
は
こ
れ
に
よ
っ
て
約
３
０
０
万
ド

ル
相
当
だ
っ
た
自
己
資
産
を
約
75
億
ド
ル
に
増
や
し
、
実
に
２
５
０
０
倍
に
上
る
巨
利
を
得
た
。
こ
の
鮮
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や
か
な
手
法
は
、
後
に
「
ネ
イ
サ
ン
の
逆
売
り
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
有
名
と
な
り
、
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
財

閥
の
確
固
た
る
礎

い
し
ず
えを

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
築
い
た
の
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
産
業
化
が
進
む
に
つ
れ
、
同
家
の
業
績
は
一
段
と
発
展
・
拡
大
し
、
ス
エ
ズ
運
河

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
鉄
道
網
の
建
設
資
金
を
提
供
す
る
ま
で
に
急
成
長
し
た
。
19
世
紀
に
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家

は
、
世
界
最
大
の
個
人
資
産
を
保
有
す
る
に
至
っ
た
。

栄
華
を
誇
っ
た
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
だ
が
、
20
世
紀
に
入
る
と
、
彼
ら
に
対
す
る
弾
圧
が
激
し
く
な
っ

た
。
中
で
も
ナ
チ
ス
の
台
頭
に
よ
り
、
ウ
ィ
ー
ン
の
当
主
、
ル
イ
・
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
は
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
に

連
行
さ
れ
た
も
の
の
、
全
財
産
没
収
と
外
国
へ
の
出
国
を
条
件
に
釈
放
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
た
。

こ
の
よ
う
な
数
々
の
苦
難
に
会
い
な
が
ら
も
、
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
は
現
在
で
も
、
ス
イ
ス
や
パ
リ
、

ロ
ン
ド
ン
に
本
拠
を
置
い
て
金
融
業
を
大
き
く
展
開
し
、
た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
金
融
界
で
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
が
強
大
な
力
を
振
る
っ
た
こ
と
は
事
実
だ
が
、
同
家
だ
け

が
業
界
を
独
占
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

19
世
紀
初
頭
ま
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
職
業
上
の
厳
し
い
制
限
を
科
せ
ら
れ
、
役
人
に
な
る
こ
と
や
、
工

場
を
持
つ
こ
と
さ
え
禁
じ
ら
れ
た
の
で
、
彼
ら
の
大
半
は
、
行
商
人
か
小
売
店
主
の
職
に
甘
ん
じ
て
い
た
。

だ
が
、
18
世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
身
分
解
放
さ
れ
る
や
、
開
業
医
や
弁
護
士
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
な
な
ど
と
専
門
的
な
知
識
や
才
能
に
基
づ
く
「
自
由
業
」
へ
の
進
出
が
許
さ
れ
、
多
く
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が
金
融
業
に
進
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
以
外
に
も
、
多
数
の
ユ
ダ
ヤ
人
金
融
業
者
が
現
れ
た
。
代
表
的
な
の

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ペ
レ
イ
ー
ル
兄
弟
や
ソ
ロ
モ
ン
・
ハ
イ
ネ
、
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の
宮
廷
ユ
ダ
ヤ
人
、
ゲ

ル
ゾ
ー
ン
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
イ
ヒ
レ
ー
ダ
ー
な
ど
で
あ
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、
先
の
ユ
ダ
ヤ
系
フ
ラ
ン
ス
人
、
ペ
レ
イ
ー
ル
兄
弟
の
果
た
し
た
役
割
で
あ
る
。
彼
ら

は
、
近
代
銀
行
業
務
の
要
で
あ
る
有
価
証
券
発
行
や
長
期
信
用
供
与
の
制
度
を
開
発
し
て
、
現
在
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
へ
の
道
を
大
き
く
開
い
た
。

ま
た
、
ロ
シ
ア
に
お
い
て
も
、
１
８
５
３
年
～
１
８
５
６
年
の
ク
リ
ミ
ア
戦
争
を
き
っ
か
け
に
、
ユ
ダ

ヤ
人
資
本
家
、
バ
ロ
ン
・
ジ
ョ
セ
フ
と
ゴ
ラ
ツ
ィ
ー
・
ギ
ン
ヅ
ブ
ル
ク
親
子
や
、
レ
オ
ポ
ル
ド
・
ク
ロ
ネ

ン
ベ
ル
グ
と
イ
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ロ
ッ
ホ
な
ど
が
、
同
国
の
銀
行
の
設
立
に
多
大
の
貢
献
を
果
た
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
地
で
、
当
時
の
権
力
者
の
資
金
的
支
援
者
と
な

っ
て
、
国
家
経
済
を
支
え
発
展
さ
せ
た
。
そ
こ
で
育
ま
れ
た
豊
か
な
才
能
と
経
験
が
、
ア
メ
リ
カ
に
も
た

ら
さ
れ
、
開
花
す
る
の
で
あ
る
。
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